
令和５年度第１回碧南市文化財保護審議会次第 

 

             日 時 令和５年５月３０日（火）午前１０時から 

             場 所 碧南市藤井達吉現代美術館 地下１階 多目的室Ｂ 

 

１ あいさつ 

 

２ 協議事項 

(1) 令和５年度事業計画（案）について（資料１～３） 

 

 (2) 令和５年度文化財展（案）について（資料４） 

 

３ 報告事項 

(1) 令和５年度歴史系企画展（案）について（資料５） 

 

４ その他連絡事項 
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資料１ 

令和５年度事業計画（案） 

 

１ 文化財保護審議会開催事業 

  文化財の保護・活用に関する重要な事項を、調査・審議をする。 

(1) 定例会（３回：①５月３０日（火）、②９月頃、③３月頃） 

(2) 委員視察研修（１１月頃） 

 

２ 市史資料調査事業 

  市史資料等の収集・整理、調査などを行う。 

 (1) 碧南市史料第７４集発行 

 (2) 市史資料収蔵品展の開催 

ア テーマ 「土人形 －三河土人形の中心地 碧南－」 

イ 会 期 令和５年１１月１１日（土）～１２月７日（木） 月曜日休館 

ウ 会 場 文化会館 １階 展示室１ 

 (3) 古
こ

文
もん

書
じょ

入門講座 

ア 開催日 

令和５年９月１４日・２８日、１０月１２日・１９日、１１月２日（木） 

イ 内 容 江戸時代の版
はん

本
ぽん

や古文書を解読する。 

ウ 会 場 藤井達吉現代美術館 地下１階 多目的室Ｂ 

 (4) 広報へきなん（偶数月号）に「碧南の歴史へのいざない」を連載 

ア 内容 今年度は「水辺の記憶」と題して、碧南の歴史を伝える。 

 

３ 文化財調査事業 

  市内に保存・伝承されている文化財を調査・研究し、必要に応じて指定を行う。また

文化財展等を通じて、広く市民に文化財に対する理解と関心を高めるよう努める。 

(1) 文化財の調査・研究 

  ア 歴史的建造物調査 

(ｱ) 実施日・場所 夏休み（８～９月）頃／個人宅（碧南市浅間町５丁目地内） 

(ｲ) 内 容 実測、写真撮影、調書作成等 

  イ 文化財調査 

(ｱ) 実施内容 市内にある文化財について調査を実施する。例年、文化財防火デー



２ 

 

行事に合わせて実施している。 

  ウ 埋蔵文化財遺物整理 南
みなみ

霞
か

浦
ほ

遺跡報告書刊行に向けて 

(2) 国登録有形文化財の登録推進 

  ア 前浜新田護岸堤防（市所有）の登録事務 

イ 西方寺建造物群（西方寺所有）の登録申請予定 

 (3) 市指定文化財の新指定 随時 

(4) 文化財の保護に対する啓発事業 

ア 文化財展の開催 

(ｱ) テーマ 絵図展（仮称） 

(ｲ) 会 期 令和６年２月３日（土）～３月７日（木） 月曜日休館 

(ｳ) 会 場 文化会館 １階 展示室１ 

   (ｴ) 内 容 新たに指定された市指定文化財の絵図を中心にした絵図展 

イ 文化財防火デー行事の実施（この日に、文化財調査を実施予定） 

(ｱ) 実 施 日 令和６年１月下旬 

(ｲ) 実施内容 防火点検 防火設備の点検及び文化財管理状況の確認 

消火訓練 碧南消防署員及び関係者の協力のもとに実施 

   (ｳ) 実施場所 大浜地区 

 

４ 指定文化財への補助事業 

  碧南市文化財保存事業補助金交付規程及び碧南市伝統文化保存継承事業補助金交付規

程に基づき、指定文化財の保存を支援する。 

(1) 市文化財保存事業補助金 

補助対象事業 予算措置額 

称名寺所蔵県指定文化財の管理（文化財収蔵庫警報設備維持） 178,200円 

「霞浦神社のケヤキ」の保存（維持） 106,920円 

「大浜中区 山車」の修理（国庫補助あり） 2,000,000円 

「大浜中区 囃子・三番叟」太鼓皮修理 85,500円 

(2) 市伝統文化保存継承事業補助金 

補助対象事業 予算措置額 

チャラボコ保存継承事業（碧南チャラボコ連合保存会） 200,000円 

山車からくり囃子三番そう保存継承事業（大浜中区山車保存会） 90,000円 

囃子三番そう保存継承事業（鶴ヶ崎区山車保存会） 90,000円 
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５ 施設維持管理事業 

大浜陣屋広場、旧大浜警察署の維持・管理を行う。       

 

６ 歴史系企画展開催事業 

(1) 名称 生誕160年 清澤満之の世界展 

(2) 会期 令和５年７月７日（金）～８月２７日（日） 月曜日休館 

(3) 会場 藤井達吉現代美術館 ２階 展示室 

(4) 付記 明治時代の宗教思想家である清澤満之(1863-1903)の生誕160年、没後120年

を記念した展覧会。碧南にもゆかりがある満之の生涯を、著作や写真、資料等

で辿りながら、彼の思想の形成過程を追う。 



別紙２

文化財防火デー行事実施場所一覧

年度 地区 防火訓練 文化財調査 実施日 地区名 開催回数

平成元年度 新川地区 山神社 西端地区 6

平成２年度 大浜地区 称名寺 新川地区 7

平成３年度 棚尾地区 妙福寺 中央地区 2

平成４年度 旭地区 池端蓮成寺 旭地区 6

平成５年度 西端地区 応仁寺 大浜地区 8

平成６年度 新川地区 山神社 棚尾地区 6

平成７年度 大浜地区 海徳寺 計 35

平成８年度 棚尾地区 妙福寺

平成９年度 旭地区 遍照院

平成１０年度 西端地区 応仁寺

平成１１年度 新川地区 山神社

平成１２年度 大浜地区 熊野神社（上の宮）

平成１３年度 棚尾地区 妙福寺 中区稲荷社

平成１４年度 旭地区 池端蓮成寺 鷲塚天満神社 H15.1.24

平成１５年度 旭地区 貞照院 伏見屋稲荷神社 H16.1.23

平成１６年度 西端地区 康順寺 同左 H17.1.26

平成１７年度 新川地区 白山社（久沓） 同左 H18.1.26

平成１８年度 大浜地区 大浜稲荷社 同左 H19.1.26

平成１９年度 棚尾地区 八柱神社 同左 H20.1.25

平成２０年度 大浜地区 稲荷神社（前浜） 平等寺（前浜） H21.1.23

平成２１年度 西端地区 栄願寺 同左 H22.1.26

平成２２年度 新川地区 専興寺

専興寺、秋葉社

（松江町）、稲荷

社（松江町）

H23.1.26

平成２３年度 大浜地区 大浜熊野大神社 妻薬師堂 H24.1.26

平成２４年度 棚尾地区 安専寺 同左 H25.1.14

平成２５年度 旭地区 貞照院 同左 H26.1.23

平成２６年度 中央地区 法城寺 同左 H27.1.27

平成２７年度 西端地区 八劔神社 同左 H28.1.27

平成２８年度 新川地区 精界寺 同左 H29.1.24

平成２９年度 大浜地区 林泉寺 同左 H30.1.26

平成３０年度 棚尾地区 光輪寺 同左 H31.1.24

令和元年度 旭地区 川端蓮成寺 同左 R2.1.22

令和２年度 中央地区 中山神明社 （中止） R3.1.26

令和３年度 西端地区 應仁寺 同左 R4.1.19

令和４年度 新川地区 浅間社 （中止） R5.1.20

令和５年度 大浜地区
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展覧会企画概要書 

 

１ 名称：文化財展「絵図展」（仮題） 

２ 会場：碧南市文化会館 展示室１ 〒447-0872 碧南市源氏神明町４ 

３ 会期：令和６（2024）年２月３日（土）～３月７日（木） ※２９日間 

４ 開館時間：午前９時～午後９時 

５ 休 館 日：月曜日 

６ 観 覧 料：無料 

７ 主催：碧南市・碧南市教育委員会・碧南市文化財保護審議会 

８ 開催趣旨： 

  今回の企画展では、市指定文化財の絵図を中心とした展覧会を計画しています。 

碧南市域をとりまく絵図をおおまかに大浜地区・棚尾地区・旭地区・西端地区の 4 か

所に区分して明治２１年の陸軍測量図に対応する展示を構想しています。この展示方法

を通して、来館者に現在の碧南市と絵図の中の各村を結びつけながら紹介していきたい

と考えております。 

絵図を通して新川地区（北大浜村・北棚尾村）や中央地区（中山）の成立、油ヶ淵矢

作川沿いの新田開発などの歴史を紐解き、郷土の成り立ちに関心を持っていただける展

示を想定しております。 

今回は、近年新たに市指定文化財に指定された「大浜村絵図」「西端高取村論地絵

図」を中心とし市域の発展や当時の生活圏を紐解いていく企画展としたいと考えており

ます。  

９ 担当：碧南市教育委員会文化財課文化財係 学芸員 築山拓磨 

   〒447-0082 愛知県碧南市源氏神明町二番地 市史資料調査室内 

TEL 0566-41-4566 FAX 0566-41-1984 
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展覧会企画書 

 

１ 展覧会名 生誕 160 年 清
きよ

澤
ざわ

満
まん

之
し

の世界展 

２ 会  期 令和５年（2023）７月７日（金）～８月２７日（日） 

       午前１０時～午後５時 月曜日休館 

３ 会  場 碧南市藤井達吉現代美術館（愛知県碧南市音羽町一丁目１番地） 

 ２階 展示室 

４ 主  催 碧南市藤井達吉現代美術館・碧南市・碧南市教育委員会 

５ 共  催 朝日新聞社 

６ 協  力 法應山西方寺・清澤満之記念館、大谷大学、碧南市文化財保護審議会 

７ 展覧会の趣旨・目的 

  本展は、碧南ゆかりの人物で、真宗大谷派の僧侶、宗教思想家である清澤満之

（1863-1903）の生誕 160 年、没後 120 年を記念した展覧会です。 

  名古屋に生まれた満之は僧侶となった後、帝国大学文科大学（現東京大学）哲学科を 

卒業。大学に残らず大谷派が経営する京都府尋常中学校長に就任します。辞任後修道生 

活の中で結核に罹り、療養後に宗門改革運動を展開、この後上京した満之は真宗大学初 

代学監となる傍ら、門下らと「浩々洞」と名付けた宿舎で求道の共同生活を開始し、雑 

誌『精神界』を発行して近代的仏教信仰の確立をめざす「精神主義」を提唱しました。 

  本展では、満之の哲学的な思索や仏教求道、僧侶の教師であろうとした様子を跡付け 

る自筆原稿や写真、資料などから、満之の生涯と思想をみていきます。 

８ 展示品の主な展示品と所有者 

  『臘
ろう

扇
せん

記
き

』『宗教哲学骸骨』他 西方寺・清澤満之記念館（愛知県碧南市） 

「清澤満之肖像」 大谷大学博物館（京都市北区）「他力の救済」唯願寺（岐阜県大垣市） 

  など、清澤満之の原稿・日記、掛軸、蔵書など約１１０点を出品する予定。 

９ 観覧料 

一般 500 円（400 円） 高大生 300 円（240 円） 小中生 100 円（80 円） 

（ ）内は 20 名以上の団体料金 ※未就学児童、市内在住・在学の小中学生・高校生、 

市内在住の 65 歳以上の方、各種障がい者手帳をお持ちの方と付き添い 1 名は無料。 

（裏面へつづく） 



 

10 関連行事 

(1) 記念講演会 

演 題：「清澤満之とその時代」 

日 時：令和５年７月９日（日）午後２時～３時３０分 

講 師：岩田文昭氏（大阪教育大学教授） 

会 場：西方寺 本堂 聴講無料 定員１００名 

(2) 記念対談 

テーマ：「どうする満之さん！」 

日 時：令和５年８月１９日（土）午後２時～３時３０分 

話し手：清澤聡之氏（西方寺住職） 

司 会：浅井久夫氏（碧南市文化財保護審議会会長、『清沢満之物語』著者） 

会 場：碧南市藤井達吉現代美術館 地下１階多目的室Ｂ 聴講無料 定員 50 名 

(3) 担当学芸員によるギャラリートーク（展示説明会） 

令和５年７月８日（土）、１５日（土）、２２日（土）、２９日（土）、 

８月５日（土）、１２日（土）、２６日（土）、午後２時から約３０分 予約不要 

11 図録（Ｂ５判変型）刊行 

12 担当学芸員 碧南市教育委員会文化財課文化財係 係長 豆田誠路、学芸員 日置麻里 

13 問合せ 愛知県碧南市音羽町一丁目１番地 碧南市藤井達吉現代美術館 

      電話 ０５６６－４８－６６０２ 

      電子ﾒｰﾙ bunkazai@city.hekinan.lg.jp 
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きよざわまんし

こうこうどう

⑩

⑥

⑦

⑧

⑨

　本展は、碧南ゆかりの人物で、真宗大谷派の僧侶、宗教思想家
である清澤満之（1863-1903）の生誕160年、没後120年を記念し
た展覧会です。
　名古屋に生まれた満之は僧侶となった後、帝国大学文科大学
（現東京大学）哲学科を卒業。大学に残らず大谷派が経営する京
都府尋常中学校長に就任します。辞任後修道生活の中で結核に
罹り、療養後に宗門改革運動を展開、この後上京した満之は真
宗大学初代学監となる傍ら、門下らと「浩々洞」と名付けた宿舎
で求道の共同生活を開始し、雑誌『精神界』を発行して近代的仏
教信仰の確立をめざす「精神主義」を提唱しました。
本展では、満之の哲学的な思索や仏教求道、僧侶の教師で

あろうとした様子を跡付ける自筆原稿や写真、資料などから、
満之の生涯と思想をみていきます。歴史小説家の司馬遼太郎に
「これほど重要な人物」と言わしめた清澤満之とは。

交通のご案内／●名鉄本線「知立駅」乗り換え、名鉄三河線「碧南駅」下車、南西方向へ徒歩6分。
●JR東海道本線と名鉄をご利用の場合：JR「刈谷駅」乗り換え、名鉄三河線「碧南駅」下車、
南西方向へ徒歩6分。●知多半島道路・阿久比インターから車で約20分（衣浦大橋を渡って右折）
●駐車台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

① 「浩浩洞」 木額下書  石川県・常福寺蔵
② 『臘扇記』 第一号  西方寺蔵
③ 雑誌 『精神界』15巻3号  西方寺蔵
④ 徳永満之 『宗教哲学骸骨』  大谷大学図書館蔵
⑤ 「知進守退」 碑拓本  大谷大学博物館蔵
⑥ 清澤満之肖像  上宮寺蔵
⑦ 清澤満之肖像  金沢大学附属図書館（暁烏文庫）蔵
⑧ 学友とともに  成城学園教育研究所蔵
⑨ 清澤満之自筆原稿 「他力の救済」  岐阜県・唯願寺蔵
⑩ 浩々洞同人寄書 「師友相照」  大谷大学博物館蔵

〒447-0847 愛知県碧南市音羽町一丁目1番地
TEL：0566-48-6602  FAX：0566-48-6603  メール：museum@city.hekinan.lg.jp
美術館ホームページ：https://www.city.hekinan.lg.jp/museum/index.html
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❶記念講演会
演　題：「清澤満之とその時代」
日　時：7月9日（日） 14：00－15：30
講　師：岩田文昭氏（大阪教育大学教授）
会　場：西方寺 本堂　聴講無料 定員100名

❷記念対談
テーマ：「どうする満之さん！」
日　時：8月19日（土） 14：00－15：30
話し手：清澤聡之氏（西方寺住職）
司　会：浅井久夫氏（碧南市文化財保護審議会会長、『清沢満之物語』著者）
会　場：碧南市藤井達吉現代美術館 地下１階多目的室Ｂ　聴講無料 定員50名

❶❷とも6月6日（火）10時より受付を始め、定員になり次第締切ります。
電話にて①氏名 ②電話番号 ③参加人数をお知らせください。
お申込みにあたりお知らせいただいた個人情報は受講管理の目的のみに使用します。

担当学芸員によるギャラリートーク（展示説明会）
7月8日（土）、15日（土）、22日（土）、29日（土）、8月5日（土）、12日（土）、26日（土）、 14時から約30分 予約不要。
観覧券をお持ちの上、２階ロビーにお集まりください。

次回の企画展｜美術と風土 アーティストが触れた伊那谷展 令和5（2023）年9月5日（火）～10月9日（月・祝）
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